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を進めている．フルスケール軌道装置は，軌道幅は新幹線並の 1.4 m 程度，軌道長は 3 km 程度で
あり，10 G 程度以上の加速によってマッハ 2 程度の走行速度を実現する．また，軌道幅 1.4 m，























押して走行する．台車重量はおよそ 20 kg（バケット，エンジン，燃料含む）である．加速はJet Munt 
SL社のMerlin160Gジェットエンジン（公称推力 160 N）で行なう．無線操縦でエンジン推力を調









   
   
 




 速度と加速度の結果を図 5 に示す．なお，図 5 で示す計測結果のグラフはU字型バケット分離


























































水深 15 mm のケースでは，水深 30 mm のケースと比べて 2 倍近い制動係数となった．車載カ
メラの映像からはバケット面上で水位がせりあがっていることが確認され，バケット断面積 A は













無し 有り 無し 有り 
水深 30 mm 水深 15 mm 
平板 0.25(σ=0.03) 0.41(σ=0.03) --- --- 
半円筒 0.33(σ=0.04) 0.37(σ=0.03) 0.61(σ=0.06) 0.68(σ=0.02) 
U 字型 0.55(σ=0.08) 0.51(σ=0.03) --- --- 
 
 
5. 結 論 
100 m 級サブスケール高速走行軌道実験装置を用い，6 種類のバケット形状について制動係数
を実験的に求めた． 
・ 同一水位（30 mm）の場合，U 字型バケットが他の形状に比べて大きい制動係数を示した．
これは水の噴射方向が前方を向いており，運動量変化の効果を最大限に高めるからであると
考えられる． 
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